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はじめに（本記事の要約）1 .
　平成28年9月にバルセロナで開催された「第1回 
持続可能な水処理に関する国際会議」にて，『審査証
明取得の水処理設備における省エネルギー化の動向と
一考察』と題し，建設技術審査証明を取得した水処理
設備（反応タンク撹拌機および散気装置）の省エネル
ギー効果についてポスター発表を行いました。主催
者はELSEVIERというプロバイダー（出版含む）で，
会議の主目的は，化石燃料依存の少ない，高い省エネ
ルギー性をもつ水処理技術全般に関する新たなアプ
ローチ方法の模索という内容でした。参加国は，口頭
発表が全24か国，ポスター発表が全32か国でした。
今回，社会人として初めての国際会議に参加して，技
術的質問に対して的確な回答を行える英語力を身に付
けることの必要性を痛感しました。
　会議後の現地視察については，JSTT日本非開削技
術協会事務局の近藤様およびIbSTTイベリア半島非
開削技術協会のアンヘル会長様と秘書エレナ様をはじ
めとする多くの皆様のご協力を賜り，ヨーロッパ最大
規模の雨水地下貯留施設や処理場，水道事業会社等を
見学させて頂きました。この場を借りて，心より感謝
申し上げます。

会議の概要および目的2 .
　本国際会議は，平成28年9月11日（日）〜14日（水）
の日程で，バルセロナのエルプラット空港から電車で
30分のところにある会議場（Melia Sitges）で開催さ
れました。
　会議の主目的は，化石燃料依存の少ない，高い省エ
ネルギー性をもつ水処理技術全般に関する新たなアプ
ローチ方法の模索でした。その背景として，人口急増
に伴う飲料水および農業用水の欠乏に起因する，犠牲

者の発生やグローバル経済の成長阻害，人道危機の発
生等を未然に防ぐことが世界的に急務とされているこ
とがあります。
　会議の主なトピックスは，①飲料水および汚水処理
に関する持続可能性のある技術，②工業用水（供給・
処理・再使用・物質回収），③水処理に関するナノテ
クノロジーおよびバイオテクノロジー，④先進的な膜
処理（脱塩処理を除く），⑤先進的な酸化・触媒処理，
⑥水の再利用，⑦水処理に関する集約的ハイブリッド
技術，⑧水処理モデリング，⑨環境・経済・社会的に
持続可能性のある水処理技術，⑩有限資源としての水

（質・供給・配分・帯水層涵養），以上の10項目が掲
げられていました。

会議の主催者3 .
　アムステルダムを本部とするELSEVIERという，
130年の歴史をもつプロバイダー（出版含む）で，主
な業務は，科学・医療・その他技術に関する批評家・
教育者・研究者向けの情報分析や提供，リスク評価や
展示会の主催などを行っています。

参加国（司会および発表者）4 .
　参加国は，次のとおりでした。
①司会者
　アメリカ，イギリス，オランダ，サウジアラビア，
シンガポール，マレーシア（全6か国）
②基調講演
　イギリス，イスラエル，スペイン，中国，パキスタ
ン，マレーシア（全6か国）
③口頭発表
　イギリス，イスラエル，イラク，インド，エジプト，
エストニア，オーストラリア，オマーン，オランダ，
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カタール，カナダ，クウェート，シンガポール，スペ
イン，中国，デンマーク，トルコ，フィンランド，フ
ランス，ベルギー，ポーランド，ポルトガル，マレー
シア，南アフリカ（全24か国）
④ポスター発表
　アメリカ，アルジェリア，イギリス，イスラエル，
イラン，インド，インドネシア，カナダ，韓国，クウェー
ト，コロンビア，サウジアラビア，シンガポール，ス
ペイン，タイ，中国，チリ，ドイツ，トルコ，日本，
ナイジェリア，バングラデシュ，フィンランド，ブラ
ジル，フランス，ベルギー，ポーランド，ポルトガル，
マレーシア，南アフリカ，メキシコ，ルーマニア（全
32か国）

発表の概要5 .
　発表形式は，口頭発表またはポスター発表でしたが，
筆者はポスター発表を行いました。60分間ポスターの
前に立ち，ピンチョスと呼ばれるスペインの軽食と飲
み物を片手にフリートーク型式で質疑応答を行うもの
でした。同時に，開催期間を通してポスターが貼り出
されており，随時，質問を頂ければ回答を行いました。
　発表は，『審査証明取得の水処理設備における省エ
ネルギー化の動向と一考察』と題し，建設技術審査証
明を取得した水処理設備（反応タンク撹拌機および散
気装置）の省エネルギー効果について発表を行いまし
た（写真−1）。

海外発表での反省および感想6 .
6−1　反省
　今回，社会人として初めての国際会議に参加し，2
つのことを学びました。
　まず一つは，日常業務内での自己研鑽の必要性です。
今回は，参加したい国際会議を探して，それに向けて
論文をとりまとめましたが，ゆったりと時間をとって
は作業が進められなかったため，個人的には心から納
得のいくものに仕上げることは難しく，悔しい思いを
しました。そこで，帰国後は，毎日できる限り，日常
業務での疑問点や技術的課題点を書き出しています。
すぐに論文に直結するわけではありませんが，それぞ
れの解決策を学び，文章としてとりまとめていきたい
です。
　二つ目は，技術的質問に対して的確に回答を行える
英語力を身に付けることです。今回の渡航前は，英語
力の根幹は会話力だと感じていましたが，実際にポス
ターセッションに参加して，技術的質問に対して的確
に英語で回答する難しさを痛感しました。そこで，帰
国後は，業務に関連する論文を英語で読むようにして
います。

6−2　感想
　海外発表に参加して間違いなくよかったと考えま
す。渡航にあたってお世話になった多くの方々との貴
重な出会い，自らの能力の限界を知り努力することへ
の強い動機付けを得ることができました。また，バル
セロナという街の美しさ，文化の深さに圧倒されまし
た。街そのものが美術館のような場所で，街中の至る

写真−1　ポスターセッションの様子

写真−2　バルセロナの街並み
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場所にシャッターチャンスがあります。過去の歴史と
文化，現在の人と実生活が融合し，それが観光都市と
して大成功しており，現地の人々の誇りとなっている
のです。今後も機会があれば，積極的に海外発表にチャ
レンジしていきたいです（写真−2）。

現地視察7 .
　JSTT日本非開削技術協会事務局の近藤様，積水化

学工業㈱様のご協力を賜り，国際会議の他に，バルセ
ロナにおいて，雨水地下貯留施設・ヨーロッパ最大規
模の処理場・水道事業会社，また，マドリッドにおい
てヨーロッパ最大規模の雨水地下貯留施設や処理場を
見学させて頂きました。また，スペイン現地での見学
においては，IbSTTイベリア半島非開削技術協会の
アンヘル会長様および秘書エレナ様に多大なるご協力
を頂きました。この場を借りて，心より感謝申し上げ
ます（写真−3，4）。

写真−3　バルセロナ処理場の逆浸透装置 写真−4　IbSTTアンヘル会長様と秘書エレナ様と


